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rさ田学会雑誌j 68卷 7 • 8 号 (1075年7 t 8 j )

は，‘ ミュルダールの方结C输を発展させて檔祉指標の具 

体的数量化を行なった点にもを。とくに指標作成につ 

V、ては従来の諸研究を整理比絞檢討し，それぞれの欠 

点を考慮しながら，現状では考えられる最善の方法を 

展開したものであり，同君の指標は,欧米で英文に翻 

訳され一つの試論として斯界に認められている‘もので 

ある。 しかしながら，m うまでもないことだが，福祉 

指標の測定については貨敷タームか物的タブムか心理 

的アプローチかといった間題があり，その統合は必ず 

しも'客観的評価を得るには，易なもの力はない。同君 

はこ'の点について,......それぞれの指壤を測定して福祉点

数を作成した。これは参考指擦にすぎないが, との場‘ 

☆ ,それぞれのゥイト付けをどのようをこするのかと 

ぃうことについても’困難があ:る. しかし同君の考えは， 

むしろそのような困難があるらしても,その価値前提 

を明示することによってま正発棒力河能になり，さら 

に福;祉指標を設走することの積極的意義の方を高く考 

，え.るものであ.り，.いまだ完.成したもの.とは言ネないけ 

れども， つの試みとして,高く評価することができ 

よう。

第二在は，従来傍に置かれていた分配間題を積極的 

にとりあげ, 分配のを正の意味を追求した点tとある。 

この問題の追求においては,必要原則と能力原則の一 

般的問題を展開したにとダまるが,同君の主張はこれ 

を経済福祉指標という緣合的視点から考え直すことtと 

あ> る。

. 第兰の特徴ゆ，成長と物価安定, そしX それと.所 

得政饿の関速分析に大きなク- ィトがかけられている。 

同君は,所得政策を物価安定と所得分配の公正という 

仏錢に解釈し所得政策の導入についす積與的な議論 

.'を展開している。特 に の 前 提 .と:しての実辟認識に•お 

.いズ有効需要不足期の経済下では実質成長率と消費者 

物価上昇率との問に逆相関関係すらみ:られるi  う同 

君自身の爽証的研究がある。との現象が，I9 6 0年代の 

西ドイツ，イギリス，アメリカ各国にみられることは' 

■ かなりの一 般̂的理解があるとしても, 1 9 7 0 年以後P 日 

本においてそうであるか否かは,なお議論の残るとこ 

ろでもる。 しかしそれを除、、ても,同君の所得政策 

に対する記述は，欧米の理論と制度的寒態^^研究にお 

いて極めてすぐれたものと、、えよう。ただし，所得政 

策と相並んで西ドイツの勤労者財ま形成政策及びプラ 

ジルの価値修正方えも迫求しているが，こ(om■っ、、 

ては所得政策にくらベて比較検射力’、充分とほいえ/

第 j g に，社会保障政策の中やとりわけ公的年金の財

政計画モデルを具体的計算例をもって示し，第ぎ斧と 

して, 辕填保全政策を論じているが,とれはいずれも 

同君の福祉政策に: ^ いての,.ホ例研究としてき免るこ 

とができよう。ただ，このニつの事例研免にお、、て同 

新 :3；公的部門の役割を重視しているにもかかわらず， 

、それK1ついでの展開は部分的にとどまっている? これ  ̂

ほ本論文が同きの前箸ド福祉国家の経済:政策J と補完 

的なもわであるためと埋解すべきでもろう。 し力、し ， 

ネ論文が福祉経お政策の原M を迫求したものでもる以 

上，私的'部r 3 と公的部門のかかわりあいのルールはき 

も根本的な原现として追求されてしかるべきと思われ 

る。をめ点本'諭文は福祉;1：旨標の作成から出ざしす碎、ら, 

福祉間窟の総合的撞ょりも部分的特殊Pポ題i：こ力点ぎ 

i t き+ ぎた恨みはあるが，全体としヤ現代経済学の隅 

界としてオ旨搞されてV、る問® に 对 で 大 E にその試!^ *  

方Iおづけを明らかにした点においてレまた？その理論 

的;t 献の追求の広さ.と深.さにお'^、て博出号を揉与する: 

みさわしいものと判断する。 ン ， ス

論ijsc審 查 担 当 者 主 を 加 藤 寛  

' 副杏’気 質 健 三  

. . 劇 千 種 義 人 :,

由嘴一君学位授与報告，.

報 告 香 号 甲 第 428 号 . ， .

学 位 の 鹤 顏経済学博士  ‘ I

授与の年月日 , 昭和50年 3 月3 1日 

学位諭:}:C題 名 >■寡占価格への針量的接近J

内 容 の 要 旨

.r寡 価 格 ,へゆ計量的接近J ' .論 文 要 旨 .，：.，，

■■ ，.’，岩[D .，晩一

£ の論文の目的は，寡占市場における制格決定の問 

題への一クの計量経済学的/?:接道法を摩ポすることに 

ある。.こItゆ 同 賀 的 の 寒 市 場 Mo *ける企業の抑 

測的7灰動の値を測定することより5̂ぶされる。.

筒知のように,推測的ま励の概念は熏占理論の論争 

• の中核をなすもめでみ! ?, .従来をの値K：闕しグゾ!^す 

リね棚々な値カ嫌定されてきた(クールノぺよそれをゼ 

とぉ、、た) . が,そみを経齢的こ測卑しようとる試み 

ほなかった。.この論文では推測的変助の統針的推定の

60,(654)

.
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プこや9 理論と方法を構築するととが試みられる。

• との論文の前半では,教占を主休とする価格理論の

.現在までめ主寒な流れにゥいて展望する。その上で,

瑪論の実IE可能性を考慮しながら, 推卿的変動に基ク，

'く 寒 d 5 俩 择 決 定 の 理 論 を 提 示 す る 9 次 い で 利 潤 最 大 化

:の 一 辟 の ♦ 件 式 か ら 推 測 的 変 動 を 推 定 す る 方 法 カ 银 さ

.れるとともに, をの推定値の統計的性質が明ら’かにさ

れる。まや:とれふ基にしてニつCi統計的仮説検定の方

法が提ク7^される。一つは推測的変動ギ特定CD値KL等し

</、とする仮説の檢定法であり, 他は寡[^?企業間に占抛

串 と 倾 格 . に 関 す る 協 定 力 '港 在 し て い る i す る 仮 説 の 検

定法：■(?ある。これらの検定のための梭定統計量の漸近

的 分 布 ;^薄 か れ る 。. ，.'..-'.-\

以 上 の 接 近 法 が 昭 和 3 1 年 力 、 ら 4 0 年 ま で の 我 国 板 ガ ラ

ス ま 業 {̂と 適 用 さ れ る 。 m 填 需 要 関 数 と 費 用 関 数 が 推 定

'された後 , 2 企 業 o a確子と日本板硕ギ）のi t 測的変動.

の各期の推宾値力':求められ> それらr 開ずる分析が行

なわれる。 ,..'■；■；.

この論文の結論の主要なものを述ぺると次の如くで，

ある。まず理論的細面としては, '

1 ， 推 測 的 ま 動 は 一 1 よ り 大 で な け れ ぱ な ら な い 。

2- 限界費用最小の企業の推測的変動の増加は価格水

準 の 騰 貴 を も た ら す 。 V  ■

3‘ 同質的寡占市場の均衡点力，喫約曲綴上にあるため

の 必 要 す 分 ♦ 件 は , 各 金 業 の 推 測 的 変 動 に 一 1 :を 乗

じたものを対角要素に置きすぺての非対角要素に1

を置いた行列まが.1 に等しいことである。. ’

， 板 ガ ラ 乂 産 养 の 実 証 分 析 の 結 果 と し て は ， ■ •

4 . 海外との鶴争の激しき板ガラス市場セは推測

的変動は負値をとり易いとと力';見出された。 ，

ご5. : ク- ル■ノr •仮検定と企業間協定の検定が行な

★ れたが,いずれも有意水準5 % で棄却されなかっ

■ ^  ，ゾ'..て，-'...ゾ バ ：：：..’
• ■

論 文 參 ま の 寒 旨

寡占（oligojpoly)的[市場においては,企業は他企藥の 

だあを推測しゥ ><：> 行動する。 したがっで, 繁占市J寡で . 

め価格および生摩量の決定のメ力こズム☆ 解明しよう . 

とすれぱ，個別金業の推測的変動(c.bnjee.turalv a r i a t i o n ) ,  

という分析的概念力t重要不可欠となる。これが本諭文 

の抛ろ：て立:0 基本的認識， るし 

一つの伞業力;生廣量を一単位変化させるとき，イ|ji企 

藥全体がれぢ反あ、して生産量をどれだけ変化さる 

か，よの反 Jt&IG■つ:いて当該企業り抱く推制値が推測的

変動であるが，この椒念の重要性は, クリッシュ，レ 

オンキエフ等により，はやくから指摘されていた。ボ 

一レー . ヒV クス等による考察もあるが，しかし，推 

•測的変動の具体的な数値が1+測されたt とはない。

本論文に提示された研究によクて,はじめて推測的 

变動の具体的な値が把握さK た。本^ 文では，推測的 

变勒り計測にがんする斑論的諸間題の者察，評測方法 

の提示,典型的な少数金業ポ場やある板ガラス業に 

ついてのま測的ま動の計測の実施,および計測結果り 

吟味力’ル‘こなわれており，これが騎文の中核的内お?を 

なしている。 ，

論文は, 第 1 享序肅, ,U 下順次, {2)伝統的施格理論 

(3)限界分析への鼓問 (4)寡占他j格趣論の展開ほ》ポ占 

価格の実瓶理論《e淑ガラス産業の構造，（7)霖占の-計 

量 モ デ ル 《8)推定結果の吟味 (9)結び, の 9 ?きから構 

成されていシ 

第 ？, 3, 4 章を通じで, 従来展開されてきたぽ【ン  10 

格理論を中心に, 価格理論を検时し, 檢討の，御 i をふ 

ま免て, 擎者め生摩すなわち, 実証的な-靠占现論を構 

集すをためには, 各糧財貸の市場につ、てfiMil的変動 

の具体的数把握すという作業の必耍不可欠であ 

ること，また:当該分野の挤究め現況にかんがみるに，

いまこそ計制が実施さI t るぺき段あるととが説か 

れX いる。 M  2 ，マ:4 章 は ,、したがって,紙者の研究の 

学説史的黄 爱̂を示すものといえる。とれらの章で||1£密 

はますV 伝統的価格理論には,推測的変動の考察に立 

入ることを回避する型のものと,.推測的変動に特別な 

性A を前提すを型めものとが見られることを指摘する，

ロ:ビンソン, チ.キンバレン等のモデノレにおいX は，完

全競争市場から不完全競争市場へ理論の視野が拡大さ 

れはしたが, 製品差別化も導入する-^方で，多数の企 

業を想定す;^ ことに•よって推測的変動の導!入が回避さ 

れている。したがって少;数者間で競争ウ行われる等質 

的財貨の寂‘占市場は祝野の外におかれることにんる。

. ク レ ル ノ ー 'の 理 論 構 成 で は , 数 量 に f r j - る 推 则 的 変  

動 が ‘ゼ デ の ぱ ち い を '扱 う 形 な っ て お り ， ベ ル ト ラ ン  

© ヶ 一 ス は 侧 格 に 関 す る そ れ が . ロ ガ (;ズ あ 、 、に 相 .当 す . 

る 。 ス タ ッ ケ ル ペ ル ク の タ ニ ス に お い で は ， 先 行 者 の  

推 測 的 ま 勤 が 迪 随 着 の 反 ]^£ [111線 の 勾 配 に 等 し い ぱ も し 、

に該当する。

伝 統 的 な 伽 格 理 論 に 関 す る , ぷ の よ う な 胳 理 を 与 * え  

た の t v 途 攀 組 博 論 的 拼 究 の 系 譜 ☆ ふ ま え た フ ル コ ス  

ト 原 則 め 議 論 力 律 察 さ れ る 。 ホ 一 ル お J；ぴ ヒ ッ チ ， ス 

ウ ィ  … ジ ド 等 の 屈 需 要 曲 線 の モ デ ル は , い っ た ん 形 .

5 1 ( ^ 5 5 )
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>さ旧学会雑誌j 68巻 7 ，8 号 (1975年7 ‘ 8 JD

成された価格の硬直性を説明しようとするものではあ 

るが，価格水準自体の決定は,マークアタプ率という 

形で陰伏的に処理されているにと.どまっている。おな 

じ線に沿うレスターめ問題提起とスティグラ-*め反論 

等にも吟味を加えたのち,寡占企業行動に現樊的説明 

を■(?‘えるものとして，々エルナ一の研究に高い評価が 

与え..られている。 か.し，讓者はフ.A'ンレナ- - め議输は，. 

検証可能な定S 的理論の?fねこねt r にはあまりに複雑セ、 

あるという点に問題があるとI#摘する。 ’

相ホの行為を推測して自己の行動を‘きめるというメ 

力ニズムを腸表的に記述する点でノイマル.ネルゲン 

シチルン的 .ミ，，'ゴマタクス理論はそれな'り'の明快さを 

もっている。绝者ほ奪和よび非定料]ゲムおよび結 

託の理論を検-时しつつ,‘ゲニム理翁は, ミf ャ、>^クス 

原理， が^戦略，サイドペイメント,コアなど概念 

をi寧入して理論上の問鹿点の整理J■と貢献した点に評価 

を与え.るi . ••

っぃで交渉理論の展開が検討されぃる。企m 間で 

利潤のW 分配がないぱあい契約他線上どとに均海が 

爽現する力、， 1^分のあるとぎ配分は'̂、かにきまるカギ， 

これらはノイマン. * ルゲンシk チノレンめ分析枠外 

におかれていた。"ズ チ ン .ナッ:シ:ix* , クロスきの交 

渉の理論はこの点に答えよ，うとするもめである。ま者 

は，ナッシュの交渉理論においては議論の展開の前提 

についてのチストの必耍性を指摘している。クロスの 

ぱおいについては, プレイヤ— の行動ぺターンが著し 

く，純なものとされているt と, ナッマょの脅し戦略 

の議論については脅しの実行を相手が信じていること 

を前提にしている点，いずれも理論の性格になお検討 

の余地があると指する。ッ，， ...

これらが真•占市場での企業行動に力、んする，いわぱ 

解析的な分析の"^連の系譜とすれぱ, 参入阻止価格、の 

議論は摩:業組織的系譜に属している, ま者は，ぺイシ 

の参入阻jH®格の譲論を考察し,阻止価格決定のプら 

セプ、で，企業の推測的変動の値が関与するはずである 

力V これが明示されていないことを指摘する4 また，

シロス ‘ ラビ~ユの班究も同様の批判を避けることが 

できないと指している。’.，，： ，

なお, 利满にかズて, *売上高極大®仮説をふまえた 

点でボ~ モルの議論は特徴的であるが，ここでも他企 

業からの反|£；が陽ま的にとりあげられていない。 した 

がりて，このモデルは推測的変動がゼであるとする 

点で，考えうる多くの仮説の中の一つであるに止まっ . 

ている。 . ， ’

以上のょうな! 2 章から 4 ボに;b * る檢計結果をふ- 

まえて, 擎者の見解: 示されている。 すなわち， 其占 

理論はク一ルノ 一以来百数十ギめ雁史をもっでいるが,- 

未だに決定的な理は完成されていない。これは精敏 

な理識モデルK1薫欠くというのではない。む し ろ I’純 

粋理静としてめ熏^̂ 1331論の基.木的な者え方はすでに出 

尽しているJ ように見うけられる。そして， ミユマダ 

クス理論等各種のモデルに各様の想提が設けられてお、

り，，r寡占® 論には来檢定の仮！)i がひしめきあらてい 

るJ : 観がある。そして， £ 0 点 ^ こネ現ギわ間;省が^ ‘ 

拿i は指摘するすなわち r とのような段階でも 

っとも必要とされるものけ；‘ . ‘ ‘ ‘理論と結びついたal^証 -- 

分析でなけ;^^ぱな らないム 

各盤め複雑な# i提を入れかえ i o き力、え導入して理論 : 

め複雑化多輪ヒをはかるよりも，ホ降の章来の行き 

.力み、らす; 理論は室証を経由1>て着契に複雑イ匕す- 

べきものであろう J 。 •■ま際の寡占市場ねいて推測的， 

相互後存閱係は本当に無接してよいのが , 無視できな - , 

.いとすれぱどのような形で、作用するのか，このような； 

問に今こそ経験的実誰的な解答が与-えられるべきであ . 

るJ 。そのたおには推測的変動を値を実際こ計浏する 

はかはなレ、。 ■

この結をうけて，板ガラス産業兰社の制格，数量 ,>■ 

および費用のデ— クから，ぶ社それぞれについて，ニ 

種後の板ガラス (普通被ガラス取よがみ力％板ガラズ）の 

各々に関する禅測的ま動め値を•計制する作寒力’、第台享 

以降に展開されている。ことビ板ガラ乂廣寒を採り上- 

げたのは， 板ガラス市場が , アサら, 日本,セントラ 

>レ三社から構成される典型的ぶ少数企業市場であるこ： 

とによる。

，論文めとの部分は,:本論文の筆者により報告されfe- 

拼究成果 G. Iw'at8i:，-.'MeMui‘einentof，Conjectural Vari

ations in Oligopoly (ECONOMETRICA, v o l.42, Nd. 3, 

Sept. 1974 I5f収) を中'C>に構成されズぃも6 なわも，

計測手潜がよってたら基本的な理論情造は第5 勸こ，

針測実施め準備として，板ガラスま業事情が结^6 章>こ- 

述べられていネ, そこでは板ガラス業界に開すを生産: 

技術, 企業別生ま物構成の特徵，需要構造の特性,流ゾ 

通機構等の詳細な考察がおこなわれている。

.第 7 章ヤは計測結架が報骨され, 侧定値^̂ 統̂計的梭- 

定法が提ホされて、る。第 8 草は計測結東め考察でも. 

る。

fi.測結果の考察から，普通板ガラスに比べてみがき.* 
板：；! /ラスの推測的変励の値ね；小さいこと力’ホきされる,.
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.そして, この事実は,みがき板ガラス市場では輸入 

，品との競争がおこな'われていたという事§ 1と整合して 

いる, と擎者は指摘する。これは, 本研.究の多彩な成 

采 の 中 —つであるが，興味深い発見でをる。すなわ 

ち，本研究は,在種の財の市場に与える業政策の効 

跟に関する科学的ね走への途を開くものであることを 

うかがわしをるものといえる。..'.

計剩結果にんする檢定法は,推測的ま動がゼロで 

あるという統計的仮説ぉよひ',、価格と数量ヵ澳約曲線 

上に存在するという統計的仮説の各々に'^いて,本研 

.免においてはじめて開発された。前者は市場がクール 

ノ的であおカポかの换定である。後者の検定は,企 

業間に陰に陽に協定が存在すれば，価格i 数量は契約 

，曲線上に位置するという命題をふまえると，協定の有' 

無に関する科学的制定へめ途を開くもめといえる。

本論文に提示きれすこ'研究業績は,まことに多面にわ 

たるものセ、あるが,これをあえてニ点に集約するなら 

. ば, 第-^の貴献は推測的7在動の値力V はじめて具体的 

に把握されたぐと{■こある。従来宴占理論の展開に際し 

て，'各種様な前提が設定されてきたのでネるが,こ 

れらは，本論文で整理されたとお-り，理論の展開に際， 

レて企業の推軸的変動の値につi 、て,陰に陽に各種の 

性質を前提としてきたことを意味している。本論文に 

提示された研究成舉により，ここにはじめて推測的変 

動の値を把るととが可能に /そた „これによって, 

個々 0 成体的な寡占市場で, そt i ぞれいかなる型の前 

提が設定されるぺき*あるかを明らかにする途が開か 

れた。. . . - ，. .し；......：/ ,  ■ ,

第n の貢献は, 第-^と同様もゥとも基本的なもので 

ある。すなわち黨占ホ場において, 各企業の施格と%  

量が契約曲線上に位置するかどうかに'^いての絲計的 

検定まが, はじやて開発された。実質的な企業間填定 

、の有無に開する判定はきわめて® 難な間翅セあるが,

本研究によって,実質的協定の有無に関する科学的检 

定へや途が開かれた, • . の意義は大きい。

推測的変動の評測はニ糖類の板ガラスにつV、ておこ 

なわれたが,開亮された計測法の离本図式は他の戴占 

'市場の生摩物にも域張して適用可能である。

なお,\計侧nあ；hっ ニぅの前提が設定され'T：い 

み . 一̂タぱ需耍谢カ挫が一*定であること，他ほ，

設備绿模を所与とするとき，限界生摩費が一定である 

という前提である。ニ# のやや特殊な前提は,評測上 

の技術的配慮から盧かれたものであるが,さらf cニ般 

ぱゆな前提のもとで侧すること力来の問題となるで

あろう。ただし, 上記の前提の特殊他は本;論文の成果 

をいささ力、もまうもめではない。なせ*ならぱ推測的変 

動の計測値の時系列的変イ匕を,独立に得られナこ在庫率 

変動等の情報と対照させた結果,本計測法のよって 

つ理論的耍請力、ら期待される®りの盤合性が雨系列の 

間fc見出されたからである。すなわち，現段階の-考察 

のおよぶ限りにおいてほ，二つの特殊な前提の妥当性 

が示唆されている。

本論文に提示された研究成架は，いずれも未踏の分 

野の開拓であると評価される。この意味で本I論文は独 

創的成果である。また一方,学説史的得景をもよく路 

まえて展開されている。すなわち, 少数者競ぎ/けじ場 

に関する従来の諸藥績に肩到な検討を加え，筆者が推 

測的変動め測定および検定法を梅立し測お检をポ 

施するに至った必然性がよく明らかにされている。

. また，本論文において'は従来の価格理論が，/?1̂ 業組 

織論的系譜のものをふくめて,谁測的ま勘という分析 

概念を中軸として位置づけ'られ,当該分野の諸研究に 

ついて新鮮にして有効な整理がなされてい.ることが認 

められる。

計測された推測的変動の数値は，板ガラス三社の間 

で異り，普通板とみがき板ガラX の間でも與っている。 

また計測数値には時系列的ま動も認められる。これら 

の結果について周到な吟味が加えちれて、るが，数値 

の変寧のメ力ニズムま保の解明はこれ力、らの課®とし 

て薄されているレすなわち筆者自身によって指摘され 

ているとおり，本論文は寡占企業の行動メ力ニズムに . 

関する'新理論の提唱を性i 、にねらおうとするものでは 

ない。前述のとおりかえってそのような性急さへの反 

省をふまえて本研究が実癒された。

推測的変動という，従来観測されたことのない新し 

い観測ま実を把揮する道がことに開かれたのであるが 

他の実証科学におけるとおなじく，このばあいも, #  

学的許測, あるいは観測事実め科学的jp捉は1 !-論抜き 

では不可能'"Cある。本研☆ においては，，利潤極オ;ぶi现 

をふきえね,もっとも墓本的な企業行動现論に則して 

評測が実施きれている。理論的考察％綴密さをふまえ 

た独創性, 統計数理的M 理の鋭利さは論文の随所にい 

かんなく示されズいる、が，理論と評侧との密接不可分 

な速擊と、う実証研'をの典型的作法が兑班f c展開され 

ている点がさらに注目されるべきであると考える。

本論文は, 実証的寒占途:寒f?動の理論の撥策のため 

のも0 とも基本的にしそるぎない一札☆画する柴績 

セあり, 学位贈求論:^として十分の資格をおするもの
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と判定する。
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「外部経济と辟:済政策J

. 内 容 の 要 旨

「外部経済と経济政策J 論文要旨

鈴 木 守 ..

木論文は，従來の経済学では比較的#閑視されてき 

た外部効果の問題について，その；0 {論的解明を行うと 

ともに，政娘的に意味のあるめ部経资化り方法〜特に 

畑制政策の有効性を明らかにしあわせて,外部効果 

をめぐる現まの諾問題に対する解决策を提言したもの 

である。以下，各章ごとにそ耍 t r を述べる。 .

第 1章 外 部 経 済 論 の 系 譜 ■

多く b 経済？5 動は，その当者に対 •してのみならず, 
.ポ三者や社会全仏にも何らかの影辨を与える。この糖 

の問題を初めて経済'テ-の課題として取り上げたシジウ 

ィ. ックの指摘，外部経済という言禁を最物に用いた'^  

" シャルの主張を紹介し, 次いでビグ- " によって,そ 

れが市場機描の内在的欠略のfiび題として正しく位置づ 

けられること，まナ̂ ミードによって',，それを是正する 

手段としての租税♦ 補tyj金政策力徹密に論証される次 

第を明らかにする。

第 2章外部効特質と政策的合意 

木章ではまず，技術的外部効;Siの恃質に留意し，し 

かもをま関数のー‘次同次他を仮5[̂せずに,外部効果を 

合むパレート最適の必要条汁を2'I?出する。次に,外部 

効果の結合供給としての侧而，公兆財としでの,侧面に 

作ロして，それぞれの殺適条件をホめ，またコーズに 

従ゥて，外部効果の勉理が，資源配分上の問題にとど 

まらず，分配nu題とも不可分の関係にあること,を明ら 

かにする. ,
贫J3章内部経済化の理諭的基礎

まず粗我 . 補助金政策I'こついて, 一般的なモデノレで， 

税 •補助金率をまめ，実施上り間題点を指摘する。次: 

に, 適!?]なノ が設定されれ当事者蘭をまでも内 '

-Jf5化できること’を明らかにし最後に,公共財的 

部効果については, 理論上も実擦上も! ! 制政策力5有をi r  

な-とと女一般イ匕された次#理騎を踏まえて論SEする。

第 4 享過密ど過棘め外部効果 

. 以下め諸ぎでは, 外部効果をめく、、る其体的な諸向題; 

の分析と対策が示される。本章ではまず,都市化め主 . 

因が金钱的外部経済である集積の利益tこあることを速 

ベ、そし社全的共通資本めキ• v ';ジティ一と(t)関連 

で過审，過練を定義したI ' t ? ,  ‘ V、お ゆ る 雑 税 0 問 

地域間の么> ★投資配分のあり方等を檢討する。

■ 第6享 開 発 刺 益 と 士 地 政 策 '■ 

開発利益も原理的には金銭的外泳経済^^)~-'^である. 

が, 土地の売貿カ觸にじか行われない等のために，土 

地には市場力ニズム力，、十分働かず, したが)つて開発 

利益には非市場性ヵ哺い。をのような市場の不備を捕

っ て士地の有効判用を促し，開発利益め一部を確実に 

吸取する方法としで, 国定資座税め活用が提唱'される。.

' 第 6 章 日 照 問 題 と 家 計 處 棄 物 ’ ,

日照問題を加害者と被害者の確定してi 、る外部不經 

済ととらその解梭を当事きの交渉に委おふとしそ 

も, 適切な環境基準のfる定と分配上の配慮が不可欠な 

こと，塵芥，尿尿M 理をついては,:そ;^を公共Itの供 - 

給とみる前に，塵芥 . 揉尿め排出自体を家計め生みttj, 

す外部不経済とする見方が必要;^ぶとが指摘される◊

• Mマ 章 産業公害 i 企業責任 

第 3 -為ミで詳論した理論的背景もとづいで， しかレ 

経済学孝の通説に反して, 库業公害対しては，個別 

規制と蘇争促進政簾で適切なM i l と：公平 ) {̂費用負担が，, 

達成されうることが明らかにされる。 ‘

； 第 8 章 ®然缚境の保全と開発.

自然 * 文化傑境を'-度破壊されると再生産のできな 

い資源としてらとえ,しかもその一部は生産耍素としメ 

て, 他は直滋消費財として需襄される点着目して， 

それらの最適利用の方途を考える。 ’

第 9 享 教 育 fD外部経済と，費用負担 

教育について，もしぱしぱ外部経済が指摘されるが,

礎教育で得られた知識の無償佳撒高等教育で稀に 

随伴する新知識め開発などを別にすると, 技術的外部, 

絡清は認め力;たい。をれ故，外部経済だけでは教育ひ 

公費 ;^まを謝明できないことが示される，

5̂ (636)
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